
第３回 ようぼく一斉活動日 
開催日 11月 3日（日）午前 10時 

会 場 甲賀大教会 

ビデオ講話 「柏木庫治氏の入信のきっかけ」   
 

 

 

 

柏木庫治氏 プロフィール 

 東中央大教会初代会長、柏木庫治氏は我が子の重い身上をある女布教師に奇跡的

に助けて頂いたことがきっかけで入信。入信から 7年で宣教所を設立。 

 教勢は破竹の勢いで伸び広がり、昭和３３年には大教会に陞級する。 

 同時に参議院議員を昭和 22 年から２期つとめた。 

 単独布教で昭和以降に教会を設立してその後大教会になったのは、柏木庫治氏の 

東中央大教会以外にない。 

 

 

 

吹き出しは柏木氏の講演からの抜粋 

庫治    「神様にお願いしたら治るかね――」 

女布教師  「それはわかりません」 

庫治    「どうなるか分からんのに、そんな話を聞く時間がない」 

女布教師  「分からん話だから、お聞きなさいませ」 

庫治    「どうして、わからん話を聞くのがよいのかね――」 

女布教師  「お医者さんは 4，5 日の命というのでしょう。簡単に言え

ば、4，5日で死ぬと言うのでしょう。天理教の私は、わから

んと言うのです。すなわち死ぬか、生きるかわからんという

のです。死ぬと決定するのより、生きるか死ぬか分からん方

がよいと思いますが――」 

庫治    「なアるほど。死ぬと決定したより、生きるか死ぬか分から

ん方がよいな――。分からん話を聞かせてください」 

 

女布教師 上本しの氏の言っている

ことは、まるっきりインチキではな

いと直感する。 

 


